青山荘　　フェイスシート

平成21年11月9日　担当：長谷部　拓生　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　本田　英之　　様　　　　　男・女　　　　昭和52年12月28日生（31歳）

	
	〒039-0832　八戸市小中野2丁目9-4　　　　　　　　　　電話　0178-44-9055

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	　昭和12年4月頃（23歳時）
	罹 患 期 間
	約　6年

	
	入院回数
	　　　　　3回
	延べ入院年数
	約　4年7ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　田名部Dr）
	外来受診日
	毎週月曜日（週1回）

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	3割負担
	　　未申請

	経済状況
	年金
	未申請

	
	その他
	生活費1.5万円＋医療費4万円＝5.5万円

※生活費全般家族からの援助を受けている

※自立支援医療更新拒否したため、医療費3割負担

	障害程度区分
	未申請
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青南病院デイケア

	住まいの場
	　青山荘　

	入所年月日
	Ｈ　19年　3月　4日
	身長
	165cm
	体重
	82kg（＋3kg）

	最終学歴
	予備校（仙台市内）※大検合格
	免許・資格
	普通自動車免許（1種）

	職　歴
	　なし
	

	保　護　者
	氏　名　本田　忠　様　　　　　　　　　続柄　父　　　（同居　・否）

	入所目的

日常生活リズムを整えながら習慣化し、円滑な対人関係を図れるようになる。

	入院・治療歴　初診日

入院・治療歴　

①平成12年6月　　～　　平成12年9月　　　　　入院　　　　　長谷川病院

②平成13年12月　 ～　　平成14年11月　　　　 入院　　　　　湊病院

　平成14年11月　 ～　　平成15年7月　　　　　通院　　　　　湊病院

③平成15年7月　　～　　平成19年3月4日　　　入院　　　　　青南病院

　平成19年3月4日～　　現在　　　　　　　　　 通院　　　　　青南病院

	生活歴　

八戸市にて同胞3名の長男として出生する。高校1年時、部活での登山後、喘息で青森労災病院での加療により殆ど不登校状態となる。2年時留年し、学業の遅れなどを理由に退学し大検を受験、合格する。その後仙台の予備校へ通うが5月に帰郷し、滅裂言動・家族への迷惑行為が出現する。H12年4月東京の予備校へと通うが徘徊・逸脱行為・奇異行動が出現したことで、家族が保健師に相談し、長谷川病院（東京）へ初回入院となる。退院後帰郷し、自宅療養するが服薬中断により症状再燃し、逸脱行為で警察に保護され湊病院へ2回目の入院をする。以後も病識の無さから通院・服薬拒否し、母親が食事に薬を混ぜて飲ませていたとのこと。しかし、次第に病状悪化し、家族間の口論から昼夜逆転・粗暴行為出現。警察に保護され、H15.7.13精神科救急で当院を受診し、医療保護入院となる。H18.10.31入院治療に対する理解が得られた為、任意入院へと切り替える。その後、地域での生活訓練のためH19.3.4青南病院退院・青山荘入所となる。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

　

保護者は父親で、家族面談には来荘している。しかし、母親と意見があわず、職員に思いを伝えて帰ることがある。自宅では、パソコンや読書など共通の話題から関わりを持っている。本人への金銭面の使用拡大に注意を促している。

　母親は本人の支援に積極的に関わりを持っているが、自分の考えを押し付けるところがあり、本人もこれに戸惑う時もある。自立に向けて就労するということでは父と意見が一致する。

　祖母の介護で、本人が運転手となり、介護を手伝ってくれていることから、家庭内では都合の良いところで、本人を当てにしているところもある。

　やや共依存的な関係性見られる。

障害年金・精神保健福祉手帳いずれも申請しておらず、経済的援助は全面的に父親が行っている。
　現在、就労活動については、本人が信頼している父親と相談を行っている。




　　　　　　　　　　

平成21年11月9日（月）

	氏　名
	   本田　英之　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　52　年　12月　28日（　31歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標：退所後の生活について考える（就労を目指す）
短期目標：「就労」に向けて必要な基本姿勢

	これまでの経過（前回評価日　21年6月15日）

	①　就労について　　　②　デイケア利用　　　③　生活リズム

①就労について

・退所後の条件→　家族（特に父親様）からの就労を退所条件として挙げられている。

・就労経験が無いことから障害者枠での就労体験等を提案するが一切を拒否している。→態度軟化する。

・自宅外泊の際、役割分担（祖母の介護、運転手）を行いながら、就労への動機付けを図る。日常生活の維持

　規則正しい生活の維持、ハローワークの活用など具体的に就労支援を行っていくことを伝えている。

→ハローワークの利用、相談窓口への援助は断る。但し、体験就労などへの同行は、本人も就労経験がない

　ことから希望する。

②デイケア利用

· 体調の不調からデイケア利用を休む事が多く見られている。また、通所の意味について「自分には今就労をすることが先決である」といった理由付けをして欠席することが多い。まったくの拒否ではない。

・デイケア利用については、毎週、水・金を通所日としているが、外泊時の疲労感の訴えにより、週一度の利用と

　なっている

　→退所後の利用も促すが、退所後は通所しないと話す。一方では、ゲーム仲間もいることや、休日一緒に行動を

　　とる利用者もいることから「通所しない」とは断言していない。都合の良いところで利用している。

③生活リズムと対人関係

· 外泊時には、祖母の介護を手伝い、それなりに活動的である。（母親の情報）反面、日中忙しく活動することで自分の時間が取れなくストレスを溜め込む傾向あり。夜中にゲームで遊んでいるため、疲労感が強く、表情険しくしていることもある。それでも、家族の手前上、日中活動は本人なりに家族の役に立ちたいと考えている。

· 面談により、ストレスの原因については、夜間覚醒してゲームを行うことで睡眠時間が削られることと話している。

　疲労が溜まることで、威圧的な態度、口調となり他者を遠ざける。それに気がつかないまま、「自分は青山荘で無視

されている、と被害的になる。

　　また、プライドが高いことがあだになり、自分より年齢が若い青山荘やデイケアスタッフ、利用者様に対しての不満を話している。

・職員からは相談できる相手に話をしてストレスを溜めない事を伝えている。また、その際31歳と言う年齢からも、利用者間のストレスについては、相手の障害や対人関係能力を理解して付き合うことも必要なことを説明、本人も納得している。（その都度の説明が必要）

【家族面談】　８月6日

・父親様は退所条件を、就労することとしている。就労先については、こだわらない。バイト・福祉的就労も

　可能であり、まずは働いてみることを伝えている。

・母様から、「本人は働けない、無理だ」と言われる。それは、帰宅時の生活状況の様子をみて出ている言葉である。

　→父の就労の考えを支援しているが、あきらめもあり、その場合は自宅で自分の手伝い・介護をしてほしいと希望

　　する。

・外泊期間中は、主に父様との関係性を良好にしたい、就労支援してもらいたいと毎回のように話している。




	支援内容
	介入方法
	支援期間

	①就労について
	· 就労支援について、病状をオープンにすることクローズにする事のメリット・デメリットを説明し、就労を行う場合の注意点の指導を行っていく。

→（継続）

· 具体的な就労先として、青明舎に協力を求め、

マリエントを就労体験場所とする。

→スタッフが付き添い、本人の就労に対する不安を軽減

　させる。

→その場合、生活リズムを守ることを条件として、調整

していくこととする。

→主治医との連携を図る。病状面での悪化が見られる場合は就労体験を中止する。

→就労以外の活動も、３月の退所に併せて具体的にする。（就労中止の場合）

→福祉的就労から社員までの道のりを明確にして、より

　具体的な就労先の調整と就労のモチベーションとす

る。


	１ヶ月


修正プラン実施評価日： 　年　月　日（月）　青山荘地域交流活動室












�

















�








忠氏（55歳：医師）











本人（30歳）





次男（27歳）





長女（24歳：薬剤師）





母（55歳：専業主婦）








